
    

 

「下呂温泉合掌村」における使途不明金事件について 

 

１．事件の概要 

下呂市が運営する観光施設「下呂温泉合掌村」（以下「施設」という）で使途不明金が発覚

した問題で、内部調査により今年 3 月まで施設で予算管理を担当していた元職員（5/16 死亡退

職）（以下「A」という）が、施設に勤務していた平成 23 年度から令和元年度までの 9 年間に

不正な支出や売上金の着服を繰り返し私的に流用していたことが判明しました。 

 

元職員    ：市長公室企画課 課長補佐（令和２年５月 16 日死亡退職） 

前所属・役職 ：観光商工部観光施設（下呂温泉合掌村） 課長補佐 

            平成 23 年 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日まで９年間勤務 

職歴     ：平成 5 年４月 1 日～馬瀬村職員～平成 16 年 3 月 1 日～下呂市職員 

 

２．使途不明金の総額 

 総額は 265,272,905 円で、内、不正な支出が 127,382,499 円（平成 23～令和元年度）、施設

の入場料や店舗等の売上金の着服が 134,220,090 円（平成 26～令和元年度）、資金前渡金の不

正支出・着服（平成 26～令和元年度）が 3,670,316 円です。なお平成 23 年度、24 年度の売上

金については書類の保存期限（５年）が満了し、処分されているため着服があったかは不明で

す。 

 

３．事件経過等 

施設は新型コロナウイルス感染防止対策で 4/6 から休業（5/31 まで）となり、その資金繰り

のため出納（収納）取扱金融機関に定期預金の現在高を照会（5/14）したところ、例月出納検

査時に提出された定期預金の現在高と異なっていることが判明。また同時に提出される普通預

金の通帳の写しも改ざんされ通帳原本と異なっている時がありました。さらに施設と会計課で

保管している同一であるはずの「支払予定表」の金額、内容も異なっている時があることが分

かりました。このため今年３月まで予算管理を担当していた A に聴取（5/16）を行いました。 

A は不正な支出をしていたことを認める供述をしましたが、帰宅後に行方不明となり、後に

死亡していたことが判明しました。 

市は A が施設に勤務していた期間の支払、売上金について不正な処理は無かったか調査を進

めてきました。 



    

４．事件の手口 

【不正な支出】 

A は支出命令書の決裁後に経費支払いのために作られる「支払予定表」（口座振込依頼書）

に債務のない取引先を債権者として付け加え、振込先を第三者の名義に書き換えて支払（155

件）を行い、第三者から現金や口座振込で A に不正な支出金を戻させていました。 

付け加えた不正なデータは支払処理後システムから削除されています。また出納取扱金融機

関の出納印の押された口座振込依頼書もほとんど破棄されていました。 

 

【売上金の着服】 

売上金は営業終了後、各店舗でレシートの金額と現金を確認し事務所に集められ金庫に保管

されます。翌日再度金額を確認し納入通知書を作成、月、水、金曜日に金融機関に収納します。 

入場料や店舗売上金の納入済通知書を確認したところ、偽の金融機関の出納印が押されたも

のや、納入通知書が差し替えられ金額が減らされていることが判明、売上金の全部や一部（差

額）が着服（延べ 532 回）されていました。なお帳簿上は正しい売上金額で処理されています。 

 

【資金前渡金の着服等】 

A は決裁を得ず「支払予定表」を作成し、施設で販売する切手の購入代金として会計課から

不正に現金を受け取り着服、また連休等における増額した釣銭を休み明け後に戻し入れせずに

着服していました。 

 

 

 

 


